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昨年lo月 同志社大学体育会航空部は75周年記念

事業開催致しました。大学からは大谷費総長・八

日英二学長・龍城正明副学長、スポーツユニオン

濱直樹会長・佐野修弘最高顧問・藤原卓也理事長、

各大学 OB会々長、監督の御出席を賜 り航空部

OB・ 現役含め総数180人の記念祝賀会を開催でき

ました。偏に皆様の御協力の賜物であります。感

謝申し上げます。

75周年事業はH17年 11月 6日 寧静館402号室で

幹事会から具体的計画のたたき台で始まり、20数

回の委員会を重ね、新庄委員長・松岡事務局長の

献身的な努力と若手年次委員の協力により盛会裏

に終えられたことに、実行委員の皆様のその努力

に、敬意とoB・ oGの物心両面の御協力に感謝

感激しております。誠に有難 う御座いました。

14年に亘り副会長・会長を務めさせて戴きまし

たが75周年記念事業を無事終えましたのでこの期

に辞し、若手の有為な人の時勢に見合 う思考力・

体力・行動力の有る人材を登用して、閉塞感の有

る翔友会を未来に向かって行動する躍動感の有る

翔友会にと変革できる若手で再生を願っておりま

す。

日本は課題先進国でありながら問題の先送りで

切羽詰まっており、同様な姿が翔友会にも現れて

いる。少子高齢化で現役部員の減少、OB会費の

収納率の低下、平成時代の卒業生の翔友会への帰

属意識の少なさ、現役への支援の有 り方が翔友会

の財源の枯渇等の問題山積で有るが、新会長初め

幹部の方々は75周年記念事業の進捗会議の中で十

分理解し、新しい発想で翔友会への求心力を高め

る施策を打出しており数年後には再生された明る
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い活動的な翔友会に変革していること確信してお

ります。

全国制覇が何故達成できないのか ?

学生は学業に専心することは重要であるが徳育

に対する隙間がないか。空を翔る熱意は有る、数

少ない部員で各種技能証明取得者も多く居る、練

習を滞 りなく単独で合宿する時の各認定者もいる。

勝利をもたらすにはどのようにすれば達成できる

か悩み不足でないかもっと悩みその悩みをブレイ

クスルーできた時新しい自分が有る。

監督・コーチ陣が部の目標・個人の目標を明確

に見切 り、具体的戦術を提示し、現役の主体性を

引出す。練習における作業改善・動作分析による

1フ ライトの時間効率化 (サ イクルタイムの短縮、

安全・安心を中心にした練習)智恵を出し考える

飛行集団に変革できないか。

先輩諸氏が智恵を出し、現役が本気になれば必

ず勝利の神は航空部に力を与えてくれます。全国

制覇するため現役・先輩が喧々譜々議論すること

により新しい施策を編み出し、夢を現実のものに

していくシーズを提言いたします。今後の翔友会

の課題として先輩諸氏の建設的なご意見を待って

ます。

最後に航空部loo周 年迄に田辺校地に滑空場を

作って欲しいと75周年記念事業で私の夢として大

学当局に訴えましたが実現すること夢みておりま

す。

永い間、皆様の御協力・御鞭撻有難 う御座いま

した。
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75周年記念行事が終わり、航空部もまた一つ、

歴史の節目を迎えたことになります。航空部の歴

史は、取りも直さず、日本の歴史、また日本が歩

んだ航空史の写しでもあります。諸先輩方が作り

上げた、業績と精神をよく引き継ぎ、やがてそれ

らをこれからの発展に生かす、そういう機会を、

諸先輩方から直接、生の声で聴くことが出来たこ

とは、大変意義深いことであります。

昨年の東日本大震災、またそれに伴う津波、原

発事故は、凄まじい破壊を伴う事象でした。文明

の進化は、往々にして破壊と建設の繰り返しでも

ありますが、このような時こそ、その文明、すな

わち我が国が根幹に持つ価値が発揮されなければ

なりません。持続可能な社会を作る、と言う言葉、

特に、持続可能という言葉が良く使われます。大

変、穏やかな、よく耳になじむ言葉であることは

間違いありませんが、よく考えますと、社会、ま

た自然科学も含め、すべてのことは、その創成以

来、持続可能性を内に含むものであり、あえて取

り上げて議論するものではありません。それより、

何よりも大切なことは、進化のために変えていく、

ことが重要であると思います。私たち人類も、ア

メーバーから猿を経て、今の姿になったように、

絶え間なく変わることが、進化の道であります。

それが、今回のような自然災害であれ、また、今

の日本を取り巻く、経済、政治であれ、これらを

英知で乗り越えて、より良い方へ変わることが肝

要であると思います。

75周年記念行事を契機に、新しい飛躍の機会を

得たということを認識して、これからの新しい航

空部に発展せねばなりません。今年も、航空部へ

の皆様方の暖かいご支援、ご鞭撻をお願い申し上

げます。

短 信 41

部長短信 新しい飛躍の機会を得るということ
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政先輩が10年の永きにわたって翔友会会長を務

められました。そのご苦労に感謝いたします。

75周年記念式典が成功裏に終わりましたのもご

功績であります、重ねて深謝いたします。

その後も引き続き会長をお願いするのが良いと

考えていましたが退任を口にされ、私のような若

輩者にご指名を頂きましたが、翔友会会長の大任

はとても引き受けるわけにいきませんので辞退申

し上げました。

しかし最終的にお引き受けする事に成りました

のは、窪田顧問の、�お前もぼちぼち航空部に恩

返しする歳だろう�の一言が胸に突き刺さって抜

けなくなってしまったからです。

青春時代に大空に舞い、様々な経験をしたあの

楽しい仲間と過ごした事を思い出し、航空部のお

陰であったと思い、お引き受けする事にしました。

OBOGの方は勿論、関係者の方へのご恩返し

も含め翔友会会長を精一杯務めさせていただきま

す。何卒宜しくお願い申し上げます。

翔友会の創立主旨は OBOGの親睦ですが私は

それに加えて現役を支えてやれる翔友会になるべ

きだと、現役の活躍が有ってこそ翔友が輝けるの

ではないかと、皆様もご賛同いただけると思いま

す。是非とも宜しくご指導、ご鞭撻、ご支援をお

願い申し上げます。

さる 2月26日の翔友会総会で会長就任のご承認

を頂き既に一ヶ月が経過しましたが2012年度活動

方針での 3月の “全国大会応援” が実績です。

方針に付きましての詳細はこの翔友27号の翔友会

総会の項を御覧下さい。

現役の航空部組織と、OBOGの翔友会組織は

当然異なる組織でありますが、現在の現役学生、

学連、訓練、他大学などの状況を考えますと同志

社大学体育会航空部とその OBOGの翔友会は一

体になり、現役学生と OBOGが融合し相乗効果

を発揮し発展していく “時” になっていると考え

ます。

現役学生と OBOGが共に大空を舞うことが現

役学生の支援に繫がり、レベルアップと交流が出

来る。そして歴史と伝統が脈々と継承される素晴

らしい組織になると考えます。

つい先日の同志社スポーツユニオンの OBOG

会長会に政前会長と共に出席をしました。

その折に私は三つの目標を申し上げました。一

番目は全国大会制覇。二番目に OBOG、現役学

生から世界選手権大会に出場する。三番目に同志

社大学体育会航空部の専用滑空場を創る事の三つ

を掲げました。どれも簡単に実行できることでは

有りませんが達成できる目標ばかりです、当面は

一番目以外は無理でしょう、これはやり様によっ

ては来年にも可能でしょう。

現役学生と監督、コーチ、教官団の熱意、執念

と翔友会の皆様方の絶大なご協力、ご支援があれ

ば実現出来ます、皆様のご協力で導入できた新機

体 ASW28は乗り手を待っています、期、機とも

に熟しています、選手をスパルタンに養成するの

みかと。二、三番目も時間、費用と情熱が必要で

すが実現可能です、二年間の任期中に何処までや

れるか判りませんが体力と精神力の続く限り頑張

りますのでよろしくお助け頂きます様お願いしま

す。
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会長就任のご挨拶
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